






1.研究目的

我々は,昭和 50 年度より 52 年度まで,臨床用パルス波発生装置 Aloka USI-

10(搬送周波数;2.25MHz,パルス幅;約 3μ秒,くり返し周波数;500Hz)と凹面振

動子(直径;3Omm,曲率半径;1O0mm)とを使用して,集束超音波パルス波を発生さ

せ,ICR 系マウス,Wistar 系及び DA 系ラットの着床前胚に対して照射した。パ

ルス波照射により着床前胚に形態学的異常や発育遅延などの異常の増加を in

vitro で観察すると共に,着床前胚の子宮内移殖により,着体障害,流早産,外表

奇形,胎内発育遅延の増加をも観察検討してきた。


